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会 議 次 第 

 
１ 開 会 

２ 教育長あいさつ 

３ 会議録署名委員の指名 

 

４ 議 題    
① 議案第１号 四万十町教育研究所運営委員会委員の委嘱について 

② 議案第２号 四万十町運動部活動改革推進委員会委員の委嘱及び任命に 
ついて 

③ 議案第３号 就学援助認定申請の取り扱いについて 

        （５月定例教育委員会未承認議案（議案第２号）の審議）） 

④ 議案第４号 四万十町中学生海外研修事業費補助金交付要綱について 

⑤ 議案第５号 高幡中学生海外研修事業参加者に対する四万十町補助金交 

付要綱の廃止について 

⑥ 議案第６号 令和３年度教育委員会関係予算案（６月補正）について 

 
５ 協議事項 

 
６ 報告事項 

 
７ その他 

① 令和２年度四万十町教育委員会自己点検・自己評価について 
 
 
 
 
 
 
 

 

教 育 長 山脇 光章 

委  員 横山 順一、 坂本 維子、 佐々倉 愛、 岡 澄子 

事 務 局 浜田 章克、  林 瑞穂、  岡 英祐、  東 孝典 



議案第１号 
 

 

四万十町教育研究所運営委員会委員の委嘱について 

 

 

 四万十町教育研究所管理規則（平成 18 年教育委員会規則第８号）第７条に基づく

四万十町教育研究所運営委員会の委員を下記のとおり委嘱することについて、委員会

の意見を求める。 

 

   令和３年６月８日 提出 

 

四万十町教育長 山脇 光章 
 

 

記 

 

 

令和３年度 四万十町教育研究所運営委員会委員 

 
委嘱期間 令和３年６月１０日 ～ 令和４年３月３１日  

選出区分 氏  名 所  属 備  考 

学校長  坂本 益英 興津小学校 校長会長 

教 頭  本山 真美 窪川小学校 教頭会長 

ＰＴＡ 

池田 利恵  仁井田小学校 Ｐ連会長 

真城 和也 大正中学校 Ｐ連副会長 

教  諭 

武政 仁美 東又小学校 教諭代表 

 上野 貴裕 窪川中学校 教諭代表 

学識経験者 

石﨑 豊史   

戸田 晶秀   
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参 考 
 

 四万十町教育研究所管理規則（平成 18 年教育委員会規則第８号）抜粋 

 

（運営委員会） 

第７条 研究所の円滑な運営を図るため、研究所運営委員会（以下「運営委員会」

という。）を置く。 

２ 運営委員会は、研究所の事業計画、調査研究課題その他運営に関する重要事

項について審議し、所長に助言する。 

３ 運営委員は、次の区分により委員会が委嘱する。 

学校長 １人 

教頭 １人 

教諭 ２人 

学識経験者 ２人 

ＰＴＡ ２人 

計 ８人 

４ 運営委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員補充によって

新たに委嘱された運営委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
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議案第２号 
 

 

四万十町運動部活動改革推進委員会委員の委嘱及び任命について 

 

 

四万十町運動部活動改革推進委員会設置要綱（令和２年四万十町教育長訓令第１

号）第３条の規定に基づく四万十町運動部活動改革推進委員会の委員を下記のとおり

委嘱及び任命することについて、委員会の意見を求める。 

 

令和３年６月８日 提出       

 

四万十町教育長 山脇 光章    

 

 

記 

 

 

四万十町運動部活動改革推進委員会委員名簿 

 
任期：令和３年 月 日 ～ 令和４年３月３１日 

選 出 区 分 氏  名 備   考 

四万十町立中学校の保護者 

西 村 秀 次 
窪川中学校保護者（バス

ケットボール部関係者） 

山 脇 義 丈 
大正中学校保護者 

（ソフトボール部関係者） 

森 田 充 浩 
十川中学校保護者 

（野球部関係者） 

四万十町小中学校校長会に属するもの 中 内 聖 二 北ノ川中学校 

四万十町中学校体育連盟に属するもの 藤 坂 隆 彦 十川中学校 

総合型地域スポーツクラブに属するもの 
山 本 弘 光 くぼかわスポーツクラブ 

谷 口 和 史 大正・十和スポーツクラブ 

学校教育課長 岡   英 祐  

生涯学習課長 林   瑞 穂  

教育対策監 中 川 千 穂  
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参 考 
 

四万十町運動部活動改革推進委員会設置要綱 抜粋 

（令和２年教育長訓令第１号) 

 

（目的） 

第１条 「高知県運動部活動ガイドライン」並びに「四万十町運動部活動ガイドライ

ン」に基づき、四万十町立中学校の取組状況や成果の検証を行う等、四万十町の運

動部活動の運営の適正化及び活動の充実に向けて総合的に支援することを目的と

して、四万十町運動部活動改革推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（協議事項） 

第２条 委員会の協議事項は次のとおりとする。 

(１) 運動部活動の適切な運営のための体制整備とともに、その成果と課題の検証

に関すること。 

(２) 生徒にとっての合理的でかつ効率的・効果的な運動部活動の推進のための取

組に関すること。 

(３) 生徒のニーズを踏まえた学校・地域スポーツ環境の整備に関すること。 

(４) その他、上記の事項以外で運動部活動の在り方や効果的な運用等に関するこ

と。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者のうちから四万十町教育委員会（以下「教育委員会」

という。）が委嘱し、又は任命する委員 10 人以内をもって組織する。 

(１) 四万十町立中学校の保護者 ３人以内 

(２) 四万十町小中学校校長会に属するもの １人 

(３) 四万十町中学校体育連盟に属するもの １人 

(４) 総合型地域スポーツクラブに属するもの ２人以内 

(５) 学校教育課長 

(６) 生涯学習課長 

(７) 教育対策監 

（任期） 

第４条 委員の任期は委嘱した日から当該日の属する年度の３月 31 日までとする。 

２ 委員が委嘱又は任命されたときにおける当該身分を失った場合は、委員を辞した

ものとみなす。 

３ 委員が辞したときの補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長等） 

第５条 委員会の委員長及び副委員長は、委員の互選とする。 

２ 委員長は会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。 

第６条 ～ （略） 
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議案第３号 

 

 

就学援助認定申請の取り扱いについて 

 
 
令和３年５月１２日に開催した令和３年５月定例教育委員会において、承認には至

らず保留としていた下記の議案について委員会の意見を求める。 

 
令和３年６月８日 提出       

 
                  四万十町教育長 山脇 光章 

 
 

記 

 
 

令和３年５月定例教育委員会 議案第２号 

 
 

就学援助認定申請の取り扱いについて 

 
 
令和３年４月２６日付けで、四万十町●●●●●● 保護者 ●● ●●から就学

援助認定申請書が提出されたので、その取り扱いについて委員会の意見を求める。 

 
 令和３年５月１２日 提出       

 
                  四万十町教育長 山脇 光章 

 
 

記 
 

１ 児童生徒名  ●● ●●  ●●●学校  第●学年  
●● ●●  ●●●学校 第●学年 

２ 保護者氏名  ●● ●● 

３ 住民登録地  四万十町●●●●●● 

４ 事   由    

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●。 

申請理由 

① ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

② ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

③ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

④ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

 

四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱 

第２条第１項第２号クに該当
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議案第４号 
 

 

四万十町中学生海外研修事業費補助金交付要綱について 

 
 

四万十町中学生海外研修事業費補助金交付要綱を別紙のとおり制定することにつ

いて、委員会の意見を求める。 

 

令和３年６月８日 提出       

 

                 四万十町教育長  山脇 光章 
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    四万十町中学生海外研修事業費補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、四万十町補助金等交付規則（平成18年四万十町規則第50号。以

下「規則」という。）第20条に基づき、四万十町中学生海外研修事業費補助金（以

下「補助金」という。）の交付に関し必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 この補助金は、高幡広域市町村圏事務組合が実施する中学生海外研修事業

（以下「研修事業」という。）への参加に要する負担を軽減し、積極的な参加を促

進することを目的とする。 

（補助対象者） 

第３条 補助金の交付の対象となる者は、次の各号いずれにも該当する者とする。 

(１) 研修事業に参加する四万十町立中学校の生徒の保護者 

(２) 同一世帯員に町税等の滞納がない者 

 （補助対象経費） 

第４条 補助金の交付の対象となる経費は、研修事業の参加に要する経費であって、

教育長が必要と認めるものとする。 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、補助対象経費の全額とする。ただし、生徒１人につき13万円

を限度とする。 

（交付申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする者は、教育長が定める期日までに、様式第１

号による交付申請書に必要な書類を添えて提出しなければならない。 

（交付決定） 

第７条 教育長は、前条の申請書を受理し、その内容が適当と認めるときは、補助金

の交付を決定し、様式第２号による交付決定通知書により当該申請者に通知するも

のとする。 

（実績報告） 

第８条 補助金の交付の決定を受けた者（以下「補助事業者」という。）は、研修事

業終了後２か月以内に、様式第３号による実績報告書に必要な書類を添えて、教育

長に報告しなければならない。 

（補助金の額の確定） 

第９条 教育長は、前条の報告を受けた場合において、その内容を審査して交付決定

の内容に適合すると認めるときは、交付すべき補助金の額を確定し、様式第４号に

よる補助金の交付確定通知書により当該補助事業者に通知するものとする。 

（補助金の交付） 

第10条 補助金は、前条の規定により交付すべき額を確定した後に、補助事業者の請

求により交付する。 

２ 前項の請求は、様式第５号によるものとする。 

（決定の取消し） 
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第11条 教育長は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、補

助金の交付決定の全部又は一部を取り消すことがある。 

(１) 偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

(２) 世帯員のいずれかが四万十町の事務及び事業における暴力団の排除に関す

る規則（平成25年四万十町規則第16号）第２条第２項第５号に規定する排除措置

対象者と認められるとき。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、補助金の交付の決定内容及び補助条件に違反し

たとき、又は教育長の指示に従わなかったとき。 

（補助金の返還） 

第12条 教育長は、補助金の交付の決定を取り消した場合において、補助事業の当該

取消しに係る部分に関し既に補助金が交付されているときは、期限を定めて当該補

助金を返還させるものとする。 

 （その他） 

第13条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和３年７月１日から施行する。 
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様式第１号（第６条関係） 

 

年  月  日 

 

 四万十町教育長 様 

 

申請者（保護者）住 所 四万十町          

氏 名             ㊞ 

 

 

四万十町中学生海外研修事業費補助金交付申請書 

 

四万十町中学生海外研修事業費補助金の交付を受けたいので、同補助金交付要綱第

５条の規定により下記のとおり申請します。 

 

 

記 

 

１ 対象生徒の通学する学校名及び生徒氏名 

        （学校名）               

        （生徒氏名）              

 

２ 交付申請額           円 

 

３ 添付書類 

  □ 同意書（別紙） 

  □ 高幡広域市町村圏事務組合が実施する研修に参加することが確認できる書類 
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別紙 

 

年  月  日 

四万十町教育長 様 

住 所               

氏 名             ㊞ 

 

同 意 書 

私は、四万十町中学生海外研修事業費補助金の交付の申請に当たり、下記の同意事

項について同意します。 

 

【同意事項】 

１ この補助金の交付に係る手続きを適正に行うため、住民登録の状況や納税状況な

どの必要な情報を教育長が関係機関から取得する場合があること。 

２ 四万十町補助金等交付規則第４条第３項に規定する排除措置対象者でないこと

を警察署に照会する場合があること。 

同一の世帯に属する者の署名欄 

私は、上記同意事項について同意します。 

氏名           ㊞     氏名           ㊞ 

氏名           ㊞     氏名           ㊞ 
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様式第２号（第７条関係） 

 

四万十町教委指令第  号 

 

申請者（保護者）住 所 四万十町           

氏 名                

 

 

四万十町中学生海外研修事業費補助金補助金交付決定通知書 

 

      年  月  日付けで申請のあった、四万十町中学生海外研修事業費補

助金について、下記の条件を付して金       円を交付します。 

 

        年  月  日 

四万十町教育長           

 

記 

 

条 件 

１ 研修終了後２か月以内に、実績報告書に教育長が定める書類を添えて、報告す

ること。 

２ 補助金の額は、実績報告後の審査又は検査の後に確定します。 

３ 四万十町補助金等交付規則又は四万十町中学生海外研修事業費補助金補助金交

付要綱の定めに違反した場合は、補助金の交付決定の全部又は一部を返還させるこ

とがあります。 
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様式第３号（第８条関係） 

 

年  月  日   

 

 四万十町教育長 様 

 

申請者（保護者）住 所 四万十町          

氏 名             ㊞ 

 

 

四万十町中学生海外研修事業費補助金実績報告書 

 

年  月  日付け四万十町教委指令第    号で交付決定のあった四万

十町中学生海外研修事業費補助金について、同補助金交付要綱第７条の規定により下

記のとおり実績を報告します。 

 

記 

 

１ 実績 

 

 

 

 

 

２ 添付書類 

 □ 研修参加費の納付が確認できる領収書の写し 
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様式第４号（第９条関係） 

 

四万十町教委達第  号 

 

申請者（保護者）住 所 四万十町           

氏 名                

 

 

四万十町中学生海外研修事業費補助金確定通知書 

 

      年  月  日付け四万十町教委指令第    号で交付することを

決定した四万十町中学生海外研修事業費補助金は、（これを    円増、減額し

て、）金      円に確定して交付する。 

 

 

        年  月  日 

 

四万十町教育長        
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様式第５号（第10条関係） 

   

 年  月  日 

 

 四万十町教育長 様 

 

申請者（保護者）住 所 四万十町          

氏 名             ㊞ 

 

 

四万十町中学生海外研修事業費補助金請求書 

 

 年  月  日付け四万十町教委達第   号で確定通知のあった四万十町中

学生海外研修事業費補助金について、下記の金額を請求します。 

 

記 

 

１．請求金額                 円 

 

２．振込先 

フリガナ  

口座名義人 
 

金融機関名 （支店名） 

口座種別及び口座番号 普通・当座 
 

 

 

16



議案第５号 
 

 

高幡中学生海外研修事業参加者に対する四万十町補助金交付要綱の廃止につ

いて 

 
 

高幡中学生海外研修事業参加者に対する四万十町補助金交付要綱を廃止する訓令

を下記のとおり定めることについて、委員会の意見を求める。 

 

令和３年６月８日 提出       

 

                 四万十町教育長  山脇 光章 

 

 

記 
 

 

高幡中学生海外研修事業参加者に対する四万十町補助金交付要綱を廃止する

訓令 

 

高幡中学生海外研修事業参加者に対する四万十町補助金交付要綱（平成18年四万十

町教育長訓令第14号）は、廃止する。 

附 則 

この訓令は、令和３年７月１日から施行する。 
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参 考 （廃止する要綱） 

 

○高幡中学生海外研修事業参加者に対する四万十町補助金交付要綱 

平成18年四万十町教育長訓令第14号 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、四万十町補助金等交付規則（平成18年四万十町規則第50号。以

下「規則」という。）第20条に基づき、高幡中学生海外研修事業参加者に対する補

助金（以下「補助金」という。）の交付に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 この補助金は、生徒の広い視野と判断力を持った行動力あふれる地域リーダ

ーの育成等に寄与するための事業として実施している「高幡中学生海外研修事業」

に参加することを容易にするため参加者が負担する経費に対し、予算の範囲内にお

いて補助金を交付することを目的とする。 

（補助対象） 

第３条 補助金の交付対象者は、「高幡中学生海外研修事業」に参加することが決定

された生徒の保護者とする。 

（補助金の額） 

第４条 補助金の額は、133,500円とする。 

（補助金の交付の申請） 

第５条 補助金の交付の申請をしようとする者（以下「申請者」という。）は、教育

委員会が定める期日までに四万十町教育長（以下「教育長」という。）へ、交付申

請書（様式第１号）及び教育長が必要と認める添付書類を提出しなければならない。 

（補助金の交付の決定及び通知） 

第６条 教育長は、補助金の交付申請があったときは、当該申請書及び添付書類を審

査し、補助金を交付すべきものと認めるときは、補助金等の交付を決定するものと

する。 

２ 教育長は、補助金の交付決定をしたときは、速やかにその決定した内容及びこれ

に付した条件を記載した補助金の交付決定通知書（様式第２号）により申請者に通

知するものとする。 

（実績報告） 

第７条 申請者は、「高幡中学生海外研修事業」に参加し帰国した時から２ケ月以内

に、実績報告書（様式第３号）に教育長が定める書類を添えて、報告しなければな

らない。 

（補助金の額の確定及び通知） 

第８条 教育長は、前条の報告を受けた場合においては、実績報告書及び添付書類を

審査し、補助金の交付決定内容及びこれに付した条件に適合するかを検査し、適合

すると認めるときは、交付すべき補助金等の額を確定し、補助金の交付確定通知書

（様式第４号）により申請者に通知するものとする。 

（補助金の交付） 
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第９条 前条の規定により交付すべき額が確定した後に、申請者の請求により補助金

を交付する。 

（決定の取消） 

第10条 教育長は、申請者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、補助金

の交付決定の全部又は一部を取消すことがある。 

(１) 偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

(２) 補助事業の目的を達成しなかったとき。 

(３) この要綱の規定に違反したとき。 

（補助金の返還） 

第11条 教育長は、補助金の交付の決定を取消した場合において、補助事業の当該取

消しに係る部分に関し既に補助金等が交付されているときは、期限を定めて当該補

助金を返還させるものとする。 

附 則 

この訓令は、平成18年５月23日から施行し、平成18年４月１日から適用する。 

 

様式第１号（第５条関係） 
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様式第２号（第６条関係） 
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様式第３号（第７条関係） 
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様式第４号（第８条関係） 

 

 

 

 

 

様式第５号（第９条関係） 
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議案第６号 

 
 

令和３年度教育委員会関係予算案（６月補正）について 

 
 
 令和３年度教育委員会関係予算案（６月補正）について、別添のとおり調整したの

で、委員会の意見を求める。 

 
      令和３年６月８日 提出       

 
                   四万十町教育長 山脇 光章 
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